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3.所在地　　　　　本社　静岡県静岡市駿河区曲金五丁目17番5号

　　　　　　　　　東部支店　静岡県沼津市岡宮字下二又久保1330-4

　　　　　　　　　中部支店　静岡県島田市旗指499-5

　　　　　　　　　西部支店　静岡県浜松市東区薬新町135

　　　　　　　　　東京支店　東京都港区新橋6-12-7

　　　　　　　　　神奈川支店　神奈川県藤沢市本町3-1-3

Ⅰ.組織の概要

1.事業者名　　　　株式会社シズデン

2.代表者名　　　　増田玲司、増田洋健

　　　　　　　　　（E-mail：gyoumukanrihonbu@sizden.co.jp）

8.建設業許可　　　電気工事業　国土交通大臣許可　特-28　第19275号

　　　　　　　　　電気通信工事、管工事業　国土交通大臣　般-28　第19275号
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4.事業活動　　　　電気工事、管工事、通信工事

5.従業員数　　　　81名

6.環境管理責任者　篠崎和義　

　連絡担当者　　　杉山弘道

7.連絡先　　　　　TEL　（054）-284-4111

　　　　　　　　　FAX　（054）-284-6753



工事部門

9.事業の規模

　①設立　　　　　昭和22年5月

　②事業規模

活動規模 単位 平成27年度 平成28年度 平成29年度

施工高 百万円 4,372 3,046 3,355

従業員 人 91 83 81

事務所床面積 ㎡ 1,381 1,381 1,350

倉庫床面積 ㎡ 352 352 352

10.事業年度　　　4月1日～翌年3月31日

11.認証・登録の対象範囲

　 活動：　全事業活動

　 対象組織：本社・静岡支店、東部支店、中部支店、西部支店、

　 　　　　　東京支店、神奈川支店

シズデン

営業部門
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Ⅱ.実施体制



・各部門の取組状況をチェックして環境目標達成に向けて従業員を

　指導する

・各部門の環境負荷実績等を取りまとめて、環境事務局に報告する

担当者

・環境負荷の実績を記録して環境推進者に報告する

各担当者の役割、責任等は下記の通りです。

担当 役割・責任・権限

代表者

・エコアクション21に関する代表責任者

・環境目標及び環境行動計画の実施に必要な資源を用意する

・環境管理責任者を任命する

・定期的に全体の取組状況を検証して改善等の指示及び環境方針の

　見直しの指示する

・環境活動計画に基づき従業員を指導する

・役割に対し積極的な活動をする
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環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施及び運営管理を行う実務上の責任

　者

・環境事務局の文書作成案に対する検証及び改善を指示する

環境事務局

・環境目標及び環境行動計画書案を作成する

・環境活動レポートを作成、公表する

・環境負荷の実績、取りまとめを環境推進者に指示し、各部門の集

　計を行う

・活動実績、取組状況等を環境管理責任者に報告する

・社員に対する教育訓練等を実施する

環境推進者



株式会社シズデン　　　　　　　　　　　

代表取締役 増田　洋健
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Ⅲ.環境方針

【環境理念】

　　株式会社シズデンは社員一丸となり、環境問題への取組を考え、

　　環境への負荷を低減するように努めます。

【行動方針】

　　　　環境保全状況の知識と認識の向上を図ります。

制定日：平成20(2008)年11月 1日、改定日：平成30(2018)年 4月 1日　　　　　

　　　1.温暖化防止の為、業務用車両の効率的な利用等の促進を図り、二酸化炭素

　　　　排出量の削減をします。

　　　2.事務所内における消費電力の低減をします。

　　　3.事務所内における水使用量の削減をします。

　　　4.廃棄物の削減及びリサイクルの推進をします。

　　　5.グリーン購入、グリーン販売に努めます。

　　　6.環境にやさしい工事を心がけます。

　　　7.環境関連法規制を遵守します。

　　　8.環境方針を全社員に周知徹底すると共に、環境保全に関する意識を高め、



購入電力

化

石

燃

料

ガソリン

軽油

11.3 11.4

CO2排出量

km
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総合距離

燃費

廃

棄

物

総

排

出

量

総排水量

188,948 187,059

11.1 11.2

917.2

2.8 2.8 2.7

ｔ 44.6 44.2 43.8 43.3

m³ 908.0 899.0 890.0

ｔ一般廃棄物 2.8

建設混合廃棄物

及及及及びびびび東京電力東京電力東京電力東京電力（（（（平成28年度平成28年度平成28年度平成28年度））））のののの「0.486「0.486「0.486「0.486kg-CO2/kWhkg-CO2/kWhkg-CO2/kWhkg-CO2/kWh」」」」をををを使用使用使用使用しましたしましたしましたしました。。。。

「「「「購入電力購入電力購入電力購入電力」」」」のののの二酸化炭素排出係数二酸化炭素排出係数二酸化炭素排出係数二酸化炭素排出係数はははは、、、、中部電力中部電力中部電力中部電力（（（（平成28年度平成28年度平成28年度平成28年度））））のののの「0.485「0.485「0.485「0.485kg-CO2/kWhkg-CO2/kWhkg-CO2/kWhkg-CO2/kWh」」」」

環境配慮製品の推進 件

Ⅳ.環境目標

基準年度基準年度基準年度基準年度にににに対対対対しししし毎年1毎年1毎年1毎年1％％％％削減削減削減削減にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ

平成29年度平成28年度平成27年度

基準年度

平成26年度

単位項目

185,188 183,336

二

酸

化

炭

素

排

出

量

L 82,988 82,158 81,337 80,523

kWh

617 611 605 599

kg-CO2 484,374 479,530 474,735 469,988

L

927,844 918,566 909,380 900,286

km/L

2→0

環境配慮工事の推進 件 4→0
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環境目標項目 担当

渡

辺

・

増

田

（

春

）

渡

辺

・

増

田

（

春

）

③エコカー導入

　　　夏場28℃以上　　　　　　　　冬場20℃以下

Ⅴ.環境活動計画

④ペーパータオルの使用制限

⑤資料の減量

⑥図面用紙の再利用推進

①産廃マニフェストによる適正管理

②電線くずのリサイクル

③蛍光灯のリサイクル

節水に勤める

周知徹底

H29/12 H30/1 H30/2 H30/3

廃

棄

物

排

出

量

の

削

減

⑦NO残業デーの取組推進

①エコ運転、アイドリングストップの取組推進

②車両点検票による車両管理推進

①裏紙使用、済封筒活用推進

②書類のペーパーレス化

③ゴミ分別の徹底

渡

辺

・

増

田

（

春

）

渡

辺

・

増

田

（

春

）

渡

辺

・

増

田

（

春

）

渡

辺

・

増

田

（

春

）

電気使用量の削減

化石燃料使用量の削減

一般廃棄

物リサイ

クル

及び最終

廃棄物の

削減

産業廃棄物発生抑

制リサイクル及び

最終廃棄物の削減

水使用量の削減

環境配慮製品の推進

環境配慮工事の推進

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

周知徹底

エコドライブ推進・燃費の把握等

④エレベータの使用制限

⑤エアコンの適正管理

⑥クールビズ、ウォームビズの取組推進

周知徹底（掲示物等）

周知徹底

周知徹底

周知徹底（掲示物等）

計画内容

①省エネ型照明、空調の導入

H29/4 H29/5 H29/6 H29/7 H29/8 H29/9 H29/10 H29/11

②休憩時の消灯

③スイッチの適正管理

渡

辺

・

増

田

（

春

）

労働災害事故を2件から

0件にする

増し締め確認漏れを4件

から0件にする
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▲ 96.76 ▲ 10.87 ▲ 36.00 ▲ 3.85

0.277 10.17 ▲ 1.83 ▲ 20.41

▲ 35.218 ▲ 81.31 ▲ 1.61 ▲ 15.79

総排水量 m³

廃

棄

物

総

排

出

量

一般廃棄物 ｔ

建設混合廃棄物 ｔ

2.724

43.314

889.96

kg-CO2

総合距離 km

燃費 km/L

900,286

11.39

▲ 237,359.991

599.00

877,554

12.81

232,628.009

軽油

▲ 22,732

1.42

▲ 427.45

8.096

平成29年度

目標

平成29年度

実績

対目標

差額

対目標

削減比率

対前年

差額

対前年

削減比率

183,336.00

80,523.00

793.20

▲ 32,222.50 ▲ 17.58 ▲ 19,070.60

▲ 50.50 ▲ 34,696.51

151,113.50

67,821.20

701.30

CO2排出量

17.08 ▲ 38.71

ガソリン

▲ 10.18

469,988.000

Ⅵ.環境目標の実績

基準年度基準年度基準年度基準年度にににに対対対対しししし毎年1毎年1毎年1毎年1％％％％削減削減削減削減にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ

項目 単位

二

酸

化

炭

素

排

出

量

購入電力 kWh

化

石

燃

料

○

○

判定

○

○

×

○

○

○

×

L

L

▲ 12,701.80 ▲ 15.77 ▲ 10,101.61 ▲ 13.12

102.30

3.001

▲ 14.92

▲ 2.52 ▲ 107,189.00 ▲ 11.67

12.47 0.36 3.06

×

環境配慮製品の推進 件 2→0 1 ▲ 1 ▲ 50.00 ×

環境配慮工事の推進 件 4→0 3 ▲ 3 ▲ 75.00
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○

分別を細分化実施し、 引き続き実施

エコキャップ運動に参

①省エネ家電の順次

切換

○

①エコ運転、アイドリ

○

○

⑥クールビズ、ウォー

ムビズの取組推進

⑦NO残業デーの取組推

進

○②休憩時の消灯

○③スイッチの適正管理

○

④エレベーターの使用

制限

⑤エアコンの適正管理 ○

○ングストップの取組

推進

状況に応じ温度調整

実施 を行う

クールビズ利用期間延 引き続き実施

長、来客者へ拡大

毎水曜日をNO残業デー 業務分担の見直しを

の導入

再利用を実施 引き続き実施

としプラス１日を実施 図り残業を減らす

朝礼、会議等での啓発、ガソリン価格をメー

ＨＰにて見える化（グ ルにて連絡しエコ運

ラフ化）を実施 転を促す

5,000km毎のオイル 各車両の走行距離を

交換の実施、不具合の 管理し整備工場と連

早期申告 携し整備を行う

工事車両を低燃費車両 衝突防止機能付車両

へ

Ⅶ.環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

（○：実施、△：一部実施、×：未実施）

環境目標項目 計画内容

取組

次年度取組評価結果

電力使用量の削減

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

○

昼食休憩時12：00～ 引き続き実施

13：00の消灯を徹底

電気・空調機の制限 引き続き実施

の掲示・啓発

階段利用を啓発 引き続き実施

冷房28℃、暖房21℃を

②車両点検票による車

両管理推進

③エコカー導入

○

化石燃料使用量の

削減

一般廃棄物

リサイクル及び

最終廃棄物の削減

廃

棄

物

排

出

量

の

削

減

ミスプリント減少を

啓発

用推進

②書類のペーパーレス

化

加

③ゴミ分別の徹底

省エネ空調機導入 省エネ家電へ順次切換

①裏紙使用、済封筒活

サイボウズを活用し、 引き続き実施

○

○



認シールを活用し0件

廃

棄

物

排

出

量

の

削

減

産業廃棄物発生

抑制リサイクル

及び最終廃棄物

の削減

④ペーパータオルの使

○

ハンカチ持参を啓発、 引き続き実施

利用可能な用紙と廃

⑤資料の減量

ル

③蛍光灯のリサイクル

②電線くずのリサイク

○

○

3件発生、前年度より 増し締め確認漏れを

にする

1件減少したが、1件発 から0件にする

前安全確認指導強化

×

発生1件、前年度より 労働災害事故を1件労働災害事故を2件から

は程遠い、増し締め確

○

電線くず、金属くずの 引き続き実施

分別強化を実施

増し締め確認漏れを4件

×

○

Ａ１、Ａ２サイズの用

①産廃マニフェストに

○

10

ロジェクターを活用し、Ｆにて資料添付を行

進 紙は、メモ用紙として 棄用紙の選別を行う

う

メールを活用しＰＤ

100％へ

裁断し再利用

引き続き実施

収集管理した

分別を徹底、粉砕せず

電子マニフェストを活 電子マニフェスト率

用し分別を徹底よる適正管理

資料を最小限にした

（○：実施、△：一部実施、×：未実施）

環境目標項目 計画内容

取組

結果 評価 次年度取組

環境配慮工事の推進

一般廃棄物

リサイクル及び

最終廃棄物の削減

⑥図面用紙の再利用推

0件にする

用制限 推進した

講習・説明会等にてプ

生してしまった、作業

環境配慮製品の推進

から0件にする 1件減少したが、0件に 3件から0件にする



目視確認 適

適

目視確認 適

規制時間、作業日の厳守

目視確認

-

適

適

事業者の一般的責務

目視確認 適

リサイクル券

廃棄物等の内有用な物の循環的な利用を促進

許可と５年ごとの更新

パソコン・モニタ他

テレビ・冷蔵庫他

届出書

許可証

特定建設作業の届出

専用伝票 専用伝票 適

川崎市廃棄物の処理及び再生利用等に関する条例

産業廃棄物の分別排出 目視確認 適

第一種特定製品（7.5kW未満） 四半期に１回以上の簡易点検 簡易点検表 適

-

適

適

適取引業者への引渡し リサイクル料金の支払い

目視確認

領収書

許可証

適

指定地域での特定建設作業

一般的な自主努力

適

適

適

建設リサイクル法

（元請けの場合）

適

適

廃棄物の処理及び

清掃に関する法律

廃棄物の悪臭・飛散防止 車両荷台にシートを被せる等

Ⅷ.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

目視確認 適

目視確認

適

適

適

適

電子マニ

フェスト

目視確認

マニフェストの期間内返却 90日以内または180日以内

マニフェストの保管

指定家電の収集

東京都廃棄物規則 一般廃棄物の分別排出

神奈川県廃棄物の処理及び清掃に関する法律
産業廃棄物の分別排出

建設業法

電気工事業法 電気工事業基準

適

指定地域での作業日、時間帯規制

法規・条例・規制

目視確認 適

契約（書）の締結 契約書

適

産業廃棄物排出事業所との委託契約

当社に適用される法規制等の遵守状況は下記の通りです。

適・否記録等

保管場所への掲示 60cm×60cm以上掲示

5年間

適

港区廃棄物の処理及び再利用に関する条例
産業廃棄物の分別排出

工事業者許可と更新

第一種特定製品を撤去・廃棄・補充した場合

３Ｒへの努力

環境物品の購入

循環型社会形成推進基本法

グリーン購入法

自動車リサイクル法

フロン排出抑制法

投棄禁止

マニフェストの管理

マニフェストの集計と報告

目視確認 適

施工計画書

東京都廃棄物条例

請負契約書交付（工事施工計画書）

再資源化完了報告書

静岡県産業廃棄物適正な処理に関する条例
産業廃棄物の分別排出

浜松市産業廃棄物適正な処理に関する条例
産業廃棄物の分別排出

実施（完了）報告

一般廃棄物の分別排出

廃棄物の分別排出

不法投棄は行わない

Ｄ票、Ｅ票の返却

電子マニフェスト

備考

目視確認 適

適用内容または規制基準値

静岡市一般廃棄物処理に関する条例

騒音・振動規制法

（電気工事）

家電リサイクル法

ＰＣリサイクル法

環境基本法

分別処理

認定証

地球温暖化対策推進法 目視確認温室効果ガス制御措置 自治体施策へ協力

適

環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、法規違反及び訴訟は過去３年間ありませんでした。

今後も法令・条例等を遵守しながら事業活動及び環境活動に努めます。

確認日：2018.05.30
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基準の遵守 許可証

静岡市産業廃棄物適正な処理に関する条例
産業廃棄物の分別排出

ＯＡ機器の収集

建設副産物リサイクル計画書
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その他

2

6

項目

特に問題はありません

7

8

■軽油、一般廃棄物排出量は未達成

■継続して取り組みます。

■記録に記載いたしました。

■特に問題ありませんでした。

■別紙にて報告するようにします

□

取引先、業界、関係行政機関、その他の外部動向

12

③環境関連法規等の遵守状況

②環境活動計画

①環境目標

全体評価

①環境方針の変更の必要性　　　　　　　　　　　　　　（　有　・　無　）

②環境目標の変更の必要性　　　　　　　　　　　　　　（　有　・　無　）

③環境活動計画変更の必要性　　　　　　　　　　　　　（　有　・　無　）

継続性を高めること

継続性を高めること

り良い方向性・結果は出ない。数値に囚われ過ぎずエコチョイスを！

指摘事項

　　　株式会社シズデン

代表取締役　増田洋健

④環境経営システムの変更の必要性　　　　　　　　　　（　有　・　無　）

見直しの結果

・エコアクション21の意義、社会との繋がり役割と義務、節約（経費節減）、

二酸化炭素削減、いろんなキーワードが存在します。現在、会社として主に行っ

ているが、個々の行動の積み重ねが重要であり、意識・行動力等が向上しない限

Ⅸ.代表者による全体評価と見直しの結果

　1.見直し関連情報

　2.代表者による全体評価・見直し指示

環境目標及び目標達成状況

エコアクション21文書

□

■確認：（必要に応じて評価・コメント記載）

■記録・文書として作成しました。1

問題点の是正・予防措置の実施状況

外部コミュニケーション・対応記録

環境関連法規要求一覧及び遵守状況

環境活動計画及び取り組み実施状況3

4
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作業区間　ＭＡＲＫ　ＩＳ 静岡　高架橋から長沼大橋まで

内　　容　国道１号線上下線歩道部分の雑草処理、ごみの収集等の清掃活動及び道路状況の確認作業

弊社参加　２名

活動写真一覧

Ⅹ.地域貢献活動について

平成２９年度　第６回道路清掃美化活動

静岡設備協会主催の美化活動に参加致しました。

日　　程　平成２９（２０１８）年２月８日木曜日　９:４０～１１:００

その他の活動等は、ＨＰ（http://www.sizden.co.jp)へ掲載しております。


